
問　
企
業
誘
致
活
動
や
多

く
の
人
的
交
流
に
よ
り
、

実
質
的
な
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
海
外
の
都
市

と
本
村
の
新
た
な
関
係
構

築
や
連
携
の
構
想
は
。

答　
村
は
米
国
ア
イ
ダ
ホ

フ
ォ
ー
ル
ズ
市
と
の
姉
妹

都
市
を
締
結
し
、
40
年
間

以
上
に
わ
た
り
様
々
な
交

流
を
進
め
て
き
た
。

　
一
方
、
現
在
の
国
際
社

会
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
海
外
都
市
と
の
交
流
の

可
能
性
が
あ
る
。
現
時
点

で
は
特
定
の
地
域
に
限
定

せ
ず
、
国
内
外
広
く
産
業

振
興
に
取
り
組
む
。
本
村

発
・
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
る
㈱
エ
マ
ル

問 海外都市との新たな交流は
答 特定の地域を限定せず取り組む

シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
の
立
地
を
皮
切
り

と
し
て
、
新
産
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
を
よ

り
一
層
強
化
す
る
。

問　
海
外
都
市
と
の
新
た

な
交
流
は
、
今
後
の
介
護

労
働
力
の
確
保
や
、
根
本

的
な
人
口
減
少
対
策
の
足

掛
か
り
と
な
る
重
要
課
題

だ
が
、
本
村
の
対
応
は
。

答　
県
産
品
の
輸
出
や
販

路
拡
大
な
ど
で
協
力
関
係

が
あ
る
日
本
貿
易
振
興
機

構
茨
城
事
務
所
と
連
携
し

て
、
企
業
の
海
外
進
出
や

海
外
か
ら
の
誘
致
に
対
応

す
べ
く
、
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
支
援
す
る
。台湾の半導体製造会社の工場

新政とうかい

三
み

上
か み

　修
おさむ

　議員

問　
月
々
４
千
円
を
超
え

る
給
食
費
の
保
護
者
負
担

は
大
き
い
と
、
昨
年
12
月

現
在
で
小
・
中
学
校
と
も

無
償
化
し
て
い
る
の
は
全

国
２
５
２
自
治
体
。
県
内

で
は
こ
の
４
月
か
ら
の
日

立
市
や
北
茨
城
市
、
神
栖

市
を
含
め
７
自
治
体
が

小
・
中
と
も
無
償
化
の
方

向
。
本
村
で
も
独
自
の
支

援
を
強
め
て
は
ど
う
か
。

答　
本
村
の
給
食
費
は
小

学
生
が
４
２
０
０
円
、
中

学
生
が
４
６
０
０
円
。
子

ど
も
た
ち
自
ら
が
食
す
る

物
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

は
受
益
者
負
担
の
原
則
を

踏
ま
え
つ
つ
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

食
材
費
用
の
一
部
公
費
負

担
や
物
価
高
騰
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
。

問　
新
年
度
予
算
で
は
、

物
価
高
騰
等
分
を
含
め
た

給
食
へ
の
村
の
実
質
支
出

は
約
３
千
万
円
。
財
政
的

に
は
さ
ら
な
る
負
担
軽
減

も
無
償
化
で
さ
え
実
施
可

能
と
思
わ
れ
る
。
水
戸
市

は
４
月
か
ら
小
１
と
中
１

に
３
万
円
支
給
と
中
学
給

食
を
無
償
化
す
る
が
。

答　
子
育
て
世
代
は
幅
が

広
く
満
遍
な
く
支
援
す
る

の
は
難
し
い
。
現
在
、
保

育
所
の
入
所
保
留
者
が
73

人
い
て
、
こ
の
解
消
へ
の

対
応
に
つ
い
て
優
先
度
が

高
い
と
考
え
る
。

大
お お

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

　議員

問 学校給食の無償化目指し軽減を
答 現時点では無償化の考えはない

自校方式で温かくおいしい給食

一

般

質

問
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